
基礎・基本の定着に重点を置いた学習過程の工夫・改善 

                                                          【三郷市教育委員会】 

 

１ 学校、学年、教科  中学校 全学年 理科 

 

２ ねらい  実験を充実させ、基礎・基本の確実な定着をめざす。 

 

３ 取組内容（２年生） 

実験は科学的に調べる能力や態度を育てるとともに､科学的な認識の定着を図り、科学的な見方や考

え方を養うために不可欠である。また、五感を用いた体験活動（実験）により、基礎的、基本的な知識・技

能がより確実に定着されると考える。そこで、実験から確認テストという流れで授業を展開し、基礎・基本の

定着に重点を置いて取り組んでいる。 

 

(1)個人実験の実施 

本校の実験は１クラスを１２班に分け、３人～4人の班別で行うことを基本としている。しかし、その形式 

では、どうしても進んで行う生徒と消極的な生徒に分かれてしまい、実験を体験できずに基礎・基本とな

る学習内容の定着に差が出てきてしまうのが現状である。 

そこで、どの生徒も実験に取り組めるように、１単元に１つ以上個人実験を計画し、実践している。個別

に実験し、器具に触れる体験をすることで、目的意識も高くなり、観察や実験を主体的に行うことができる。

また、自分自身で結果を導き出しているため、実験結果のまとめ作業等に意欲的に取組むことができる。 

 

 

                            個人実験の例 

 

                  ◇身の回りの現象     ・ストロー笛 

・光の反射、屈折 

               ◇身の回りの物質     ・気体の発生 

               ◇植物たちの世界     ・花の観察   

・道管、師管の観察 

               ◇電流とそのはたらき   ・豆電球に明かりをつける 

・簡易モーターつくり 

                                    

 

 

 

(2)考察の充実 

実験を行うだけでは、基礎・基本の定着、さらには科学的な見方や考え方を育てることは難しい。 

そこで、実験時には必ずプリントを配付して考察の欄を設け、実験結果を分析し、解釈する能力や自

分の考えを表現する能力、科学的な見方や考え方を育てる手立ての一つとしている。また、既習の学習

内容や実験での注意事項を再度確認する項目を入れ、基礎・基本の定着を高める一つの手立てとして

いる。さらに、班での話合いや自分の意見を発表する場を設け、言語活動の充実を図るようにしている。 

 

(3)パフォーマンステストの実施 

実験器具の基本的な操作方法を身につけるには、その道具を実際に使用することが大切である。操

作方法をしっかりと身につけることができれば、自信を持って実験に取り組むことができるだけでなく、目

的意識を持って主体的に観察、実験に取り組み、学習内容を把握し、基礎・基本の定着につながってい

くと考える。顕微鏡、ガスバーナー、電流計と電圧計でパフォーマンステストを実施し、テストの前には、

その実験器具の操作方法や注意事項をまとめたプリント（「実験スペシャリストへの道」）を配付し、読み合

わせを行い、より正確な技能が身につくようにしている。テストは教師の目の前で実験器具の操作を行い、

合格者には免許状を配付している。                                                          
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(4)節ごとの確認テスト 

   実験は基礎・基本の定着に大きな役割を果たすという仮説の下で授業に取り組んでいるが、さらに 

基礎・基本を身につけて定着させるために、実験器具の操作方法や既習の学習内容など、節が終了す 

るごとに問題プリントを配付し取り組んでいる。板書に合わせた問題や実際に行った実験と同じ問題を用 

意して取り組ませることで、基礎・基本となる学習内容を確認できるだけでなく、挙手できる場面を意図的 

に作り出し、学習意欲の向上に役立てることができている。 

 

４ 成果と課題 

  ○個別実験を行うことにより、実験に意欲的に取り組む生徒が多くなっており、基礎・基本の定着に結び 

ついている。 

  ○パフォーマンステストを行うことにより、基本的な実験器具の操作方法を確実に身につけていることが 

できる生徒が多くなり、操作に自信を持ち、積極性が高まり、それが基礎・基本の定着に繋がっている。 

  ○練習問題を解くことによって、より確実に基礎基本の定着につながっている。 

  ○実験プリントによって、注意事項を周知させることにより、集中力も高まり、授業への取組状況が良くな 

ってきている。 

  △実験ができない分野に対して、興味関心を引く授業展開の工夫が必要である。 

  △基礎・基本がまだ定着できていない個々の生徒への手立てをさらに考えていく。     

 
  

 

パフォーマン

ステスト用紙 

ガスバーナー

免許状 

実験器具用プリント 

（電流計用） 
 


